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W めのプラズマ対向壁工学

（1997 年 5 月 8 日受理 ）

　核 融 合炉 の 実 証 を 冂 指 し て 国 際 熱 核 融 合 実 験 炉

｛ITER）の 工 学 設 di・（EDA ）と，ヘ リ カ ル 炉 の 可 能性 を探

求す る 大 型 ヘ リ カ ル 装呂 （LHD ＞の 建設 が 順 調 に 進 ん で

い る．こ れ らの 次 期 装 置で の 最 も1 要な 謀題び）
一．一

つ は，

プ ラ ズ マ 閉 じ込め 性能をさらに ］“J上 させ て エ ネル ギー利

得を大幅に 増大 させ る こ とで あ ろ う，また，装 置 の 大 型

化 に 伴 い ，各 機 器 お よび 複雑 な プ ラ ン トシ ス テ ム の 信頼

性 の 向上 等の 炉工 学的課題 を克服 し て い く必 要が あ る ．

炉 ⊥ 学の 中で プ ラ ズ マ 対向壁 に 関 わ る 課 題 は ， 直接 プ ラ

ズ マ 性 能に 強 く影響を 与え る だ けで な く，トリチ ウ ム や

放射化等 の 安全 性能お よび プ ラ ズマ 対1凵」壁 の 保守 に も関

わ っ て い る ．こ の た め，プ ラ ズ マ と対 向壁 との 柑 互作 用

（プ ラ ズ マ 表 面 相 互作 用 ） を も含 め た プ ラ ズマ 対 回 壁 工

学 が ますます重要 に な っ て きて い る とい え よう，

　 プ ラ ズマ 対向壁 工 学で 熱粒子制御 は閉 じ込め の 向上 に 不

可欠 とな っ て い る．現在まで の 大型衣 置で は特 に対向壁の

強制冷却 を必要 と しない が，次 期装 置 で は定常 的 な 強制 冷

却 が必 要 とな る．かつ ，ダ イバ ー
タへ の 熱負 荷低減 も要求

され て い る．熱制御に 加えて，ヘ リウム 灰お よ び不純物の

効率 よ い 除去，燃料水素 リサ イ ク リ ン グ制御 ， 不 純物 等の

沖 入 に よる放射冷却撃の粒子制御 も必 要で あ る．こ こ で は，

熱粒子制御に 関し て，JT仞 の ダ イバ ー
タ改造，　LHD 用 u 一

カ ル ア イ ラ ン ドダ イバ ータ設 計 お よ び 高熱 流 束機 器 あ るい

は プラ ズマ 対向材料の 開発の 現状が解説され る．

　 プ ラ ズ マ 対向畦 の 寿命 は デ ィ ス ラ プ シ ョ ンや 正 常放電

時 の 損耗 （エ ロ ージ ョ ン ） に よ り決 め られ る．放 電 モ ー

ドに 関 わ る 燃 料水素 リ サ イ ク リ ン グ は 壁 中の 水素保持

（リ テ ン シ ョ ン ）特性 に 依存 し て い る ．エ ロ ージ ョ ン や

水素 リ テ ン シ ョ ン 等の い わ ゆ る プ ラ ズマ 表面 相．互 作 用 の

研 究 は
， 主と して 実験 室 レベ ル の シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 実験

に依存 して い た．実際の 衣 置で は現象が 複雑で あ り，シ

ユ ミ レ
ー

シ ョ ン 実験 の データ と合 致 し ない 場 合 が しば し

ば み られ て い る．TRIAM −IM で は，最近機能性 に富 ん

だ 表面 プ ロ ーブの 可動装置 （表面分析 ス テーシ ョ ン 〉 が

設置され，実機 プ ラズ マ と プ ラズ マ 対 向材料 の 研究が 行

わ れ て い る．こ の 小 特集で は，エ ロ
ー

ジ ョ ン，水素 リテ

ン シ ョ ン お よ び TR 王AM −IM の 表面 プ ロ ーブの 現 状 に つ

い て も紹介が あ る．

　 まず ， プ ラ ズ マ 対向壁 工学 の 全 体的課題 を レ ビュ
ー

し

て ，上 記の 内容 に つ い て 以 下の 目次で解説 され る．

　 1 ．プ ラズ マ 対向壁工
’
｝
．
の 現 状 と課 題 （日野 友明）

　 2 ．JT−60 の ダ イバ ータ改造 （細 金 延 幸）

　 3 ．LHD ロ ー
カ ル ア イ ラ ン ド ダ イ バ ータ の Emp［．と 予

　　　備実験 （鈴木　肇＞

　 4 ．TRIAM −：tM で の 表面プ ロ ーブ 実験 （吉田 直亮）

　 5 ．工TER 用高熱流束機器 （鈴木　哲，秋 場 真 人）

　 6 ．LHD へ の 迪用 を展 望 した プ ラ ズ マ 対 同材料研究

　 　 　 （野 田信 明）

　 7 ．プ ラ ズ マ 対 lnjia
’
料 の エ ロ ージ ョ ン 特 性 （中村和幸，

　　　秋場真 人）

　8 ．プ ラズ マ 対 向材料 の 水素 リテ ン シ ョ ン特性 （広畑

　　　優子，山 内有二 ，日野友明）

　本 小 特 集 は プ ラ ズ マ 核 融 合 学 会 の 研 究 専門委員会 「熱

粒 子 制 御 の た め の 第
…壁 工 学」 の 過去約 2 年 間の 活動 に

基づ い て い ます，こ の 委員会 に参加 され研 究 討論 して 下

さっ た委員 の 先 生 方 ， 適 切 な助 言を して 下さ っ た 山科俊

郎先生 ，本島　修先生，秋葉真人先生，吉 田直亮先生，

野 田信明先生 に 深 く感謝致 し ます．本 小 特 集 の と りま と

め に御 協力 下 さ っ た学 会 事 務 局 の 方 々 お よび編 集委員会

の 先 生 ん に深 くお礼申 し上 げ ます．なお，タ イ トル バ ッ

ク はハ ロ ーを も含め た銀河系 の イラ ス ト図 （金谷　康氏

作成） で す．　　　　 （北海道大学工 学 講　 日野 友明 ）
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